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Clothing Culture in Home Economics Education:
How to Have Learners Make Kimono Paper Patterns
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Abstract
The purpose of this paper is to identify concrete teaching methods for the
acquisition of a deeper understanding and interest in Japanʼs clothing culture as a part of
the study of the field of clothing in home economics education and life sciences.
The method used was the making of paper kimono patterns to obtain an
understanding of the kinds of kimono patterns. Acquiring an understanding of patterns
through the making of paper patterns has already been proposed by pioneers, but there
are several problems in implementing this in class. The first is the reduction of the time
allocated to home economics education in elementary, junior high, and senior high
schools. The second is that in classes with large number of students, there arise
differences in the progress of the learners.
Therefore, we targeted female college students in Hokkaido and examined whether
there is a method through which one could complete making paper patterns in 30
minutes. This practice was implemented over a period of three years. As a result, it
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305 大修館書店 家庭総合 家庭総合 豊かな生活をともにつくる
・平面構成について
・伝統織物、裂き織り・裂き編みの紹介















302 教育図書 家庭基礎 家庭基礎 ともに生きる明日をつくる
・裂織の紹介
・平面構成について
303 教育図書 家庭基礎 最新 家庭基礎 生活を科学する なし
304 実教出版 家庭基礎 家庭基礎 パートナーシップでつくる未来 ・寛衣形の衣服としての日本の和服
305 実教出版 家庭基礎 家庭基礎 21 ・和服の構成（平面構成）
306 実教出版 家庭基礎 図説 家庭基礎 なし
307 開隆堂 家庭基礎 家庭基礎 明日の生活を築く なし
308 大修館書店 家庭基礎 家庭基礎 豊かな生活をともにつくる
・刺し子、裂き織り、伝統織物、裂き編み
の紹介








北海道の女子大生を対象に 2015 年～2017 年の⚓年間にわたり、ペーパーひな形製作を実践し、検討
を行った。さらに実際の家庭科の授業で扱うことを想定し、作業時間の制約を設けることとした。家庭
科⚑コマの授業時間 45～50 分のうち、準備、説明の時間を抜かし、ひな形製作に要する作業時間を 30
分上限とし、学習者全員が作品を完成させられることを目標とした。
⚒．ペーパーひな形実践結果







2015 年は 45 名の受講生を対象とした。まず図⚑を配布し、白い点線で裁断させ、青い部分ののりし












2017 年は 34 名の受講生を対象とし、目標とする 30 分以内で受講生全員がひな形を完成させることが
できた。改善点は、図⚑は使用せず、裁断・繋げる作業の必要のない細長い一枚の用紙を用意した（図
⚒）。これにより裁断、のりしろを貼るための作業時間が短縮できた。図⚒は、クラフト紙を反物の 10









































改善について（答申）⽜⽜（平成 20 年⚑月 17 日）より http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/sho
tou/102/shiryo/attach/1348397.htm（2017/11/20 アクセス）
⚔) 安野功⽛伝統・文化に関する教育を充実させるためのポイント⽜⽝初等教育資料⽞（No.866 平成 22 年 11 月
号）p3（2010）．
⚕) 野中美津枝・荒井紀子・鎌田浩子・亀井佑子・川邊淳子・川村めぐみ・齋藤美保子・新山みつ枝・鈴木真
由子・長澤由喜子・中西雪夫・綿引伴子：⽛高等学校家庭科の履修単位数をめぐる現状と課題：16 都道府
県の教育課程調査を通して⽜日本家庭科教育学会誌 54 ⑶，175-184，2011．
⚖) 野中美津枝・荒井紀子・鎌田浩子・亀井佑子・川邊淳子・川村めぐみ・齋藤美保子・新山みつ枝・鈴木真
由子・長澤由喜子・中西雪夫・綿引伴子：⽛高等学校家庭科の単位数をめぐる現状と課題：21 都道府県の家
庭科教員調査を通して⽜日本家庭科教育学会誌 54 ⑷，226-235，2012．
⚗) きもの文化の伝承と発信のための教育プログラム⽛紙で作るミニチュア着物作り資料⽜（文化ファッション
研究機構・服飾拠点共同研究 20014，代表者 薩本弥生）：http://kimono-bunka.ynu.ac.jp/shiryo.html
（2017/10/15 アクセス）
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